	総務委員会会議録要旨

	開会日
	平成27年３月23日（月）午前１０時３５分

	閉会日
	平成27年３月23日（月）午前１０時５６分

	場所
	長久手市役所西庁舎　第７・８会議室

	出席委員
	委員長　　加藤　武

副委員長　　吉田ひでき

委員　　伊藤祐司　　川合保生　　正木祥豊

水野竹芳　

	欠席委員
	な　し

	欠員
	な　し

	会議事件のため出席した者の職氏名
	市長　　　　　　　吉田一平
市長公室長　　　　鈴木　裕

政策秘書課長　　　日比野裕行
総務部長　　　　　水野正志

総務部次長兼財政課長　　中西直起

財政係長　　　　　井上隆雄

たつせがある課長　吉田弘美　　課長補佐　　　福岡弘恵

主任専門員　　　　遠藤健一　　主任専門員　　粕谷庸介
産業緑地課長　　　福岡智浩

健康推進課長　　　中條宏之

子育て支援課長　　山端剛史
計１３人

	職務のため出席した者の職氏名
	副議長　　　　　木村さゆり
議会事務局長　　野田和裕　　　局長補佐　　貝沼圭子
書記　　　　　　飯田純子

	会議録
	別紙のとおり


別紙

委員長　　　　開会宣言

議案第３４号

財政課長　　　議案第34号平成26年度長久手市一般会計補正予算（第６号）について説明

伊藤委員　　　まちづくり事業交付金は、平成２７年度当初予算と同じく２か所に充当するものか。
たつせがある課長

　　　　　　　当初予算と同じ趣旨であるため、市が洞小校区と西小校区の２か所で使えるものである。

川合委員　　　プレミアム付商品券がもたらす我がまちの経済効果をどのように捉えているか。

市長　　　　　商工会未加入の店舗が多いため、全メンバーが商工会に加入していただきたい。
川合委員　　　商工会の会員が増えることはいいことである。プレミアム付商品券を使われる側にとって、どこまでの効果があるのか。
産業緑地課長　以前の地域振興券は給付だったので貯蓄にまわったが、プレミアム付商品券は直接購入することが前提であり、８千万円を限度額として発行するため消費にまわり効果が期待できると考える。
市長　　　　　本市は人口が減っていないため、交付金が小さい。限られた予算の中で始まった事業である。
正木委員　　　取り組みが非常に小さい。なぜ、今回の事業を国から言われる前に自主的に行わなかったのか。

産業緑地課長　今回の事業は、国の経済対策で全国的に行っているものである。財源の問題で独自では考えていなかった。
正木委員　　　なぜ自主的にもっと早く行わなかったのか

産業緑地課長　財源の問題もあり独自では考えていなかった

正木委員　　　市民の活性化になることは間違いないと考える。これを機に商工会に働きかけて、これから大きくしていく考えはないか。
産業緑地課長　プレミアム付商品券については、本市では初めての事業であるため成果を見極めて次年度以降は検討していきたい。
正木委員　　　この事業は中間層の方の支援のひとつになると思う。市民のためにも今後拡大していただきたい。
産業緑地課長　いずれにしても初めての事業になるため検証していきたい

委員長　　　　プレミアム付商品券の使用期限はあるのか。またあぐりん村は商工会の会員か。

産業緑地課長　期限は調整中であるが、平成２７年７月利用開始で年内の期限を予定している。あぐりん村は商工会の会員である。
質疑及び意見を終了

討論


反対討論なし

賛成討論なし

議案第34号平成26年度長久手市一般会計補正予算（第６号）については、全員が賛成。

議案第34号は、原案のとおり可決
　　　　　　　委員長報告は委員長と副委員長への一任を確認

委員長　　　　閉会宣言

　午前10時56分　終了

　

以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成27年３月23日

総務委員会委員長　　加藤　武
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